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３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手

続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに！国保への加入・脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【お問合せ先　住民課健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した証明書・印鑑、年金手帳

被扶養者ではないという証明書、印鑑、年金手帳

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と社保の両方の保険証、印鑑

（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）

保険証、印鑑、年金手帳

こんなときには届出が必要です

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

国保加入世帯で子供が生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

　
昨
年
度
よ
り
引
続
き
、
風
し

ん
抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代
と

い
わ
れ
る
、
昭
和
37
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対
象
に
、

抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
「
十
分
な
抗
体
が
あ

る
」
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
方

は
、
今
回
改
め
て
風
し
ん
の
抗

体
検
査
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

　
平
成
31
年
〜

令
和
４
年
３
月
31
日

⑴
　
受
診
日
に
天
龍
村
に
住
所

の
あ
る
方

⑵
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性

⑶
　
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の

方　
昨
年
度
は
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

対
象
者
を
限
定
し
て
ク
ー
ポ
ン

券
・
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
全
対
象
者
へ
送
付
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い

て
は
、
通
知
と
と
も
に
４
月
下

旬
頃
に
対
象
者
の
方
に
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
昨
年
度
、
未
検
査
の
方
に
つ

き
ま
し
て
も
、
再
度
ク
ー
ポ

ン
券
・
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

・
抗
体
検
査
　
無
料

・
予
防
接
種
　
無
料

　（
抗
体
が
低
い
方
の
み
）

　
全
国
集
合
契
約
の
委
託
医
療

機
関
　

　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約

制
の
必
要
の
あ
る
機
関
、
委
託

医
療
機
関
以
外
の
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
医
療
機
関

へ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

実
　
施
　
期
　
間

費
　
　
　
用

実
施
医
療
機
関

対
　
象
　
者

風
し
ん
抗
体
検
査・予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

　
長
野
県
で
も
２
月
末
に
発
生
が
み
ら
れ
、
感

染
拡
大
防
止
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
典
型
的
な
症
状
は
発
熱
や
咳
な
ど
の
呼
吸
器

症
状
や
強
い
だ
る
さ
が
あ
り
ま
す
。
約
８
割
の

方
は
軽
症
で
す
が
、
高
齢
の
方
や
持
病
が
あ
る

方
は
重
症
化
し
易
い
感
染
症
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
な
く
患
者
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
で
不
安
も
高
ま
り
ま
す
が
、
む
や

み
に
怖
が
る
こ
と
な
く
、
感
染
予
防
の
行
動
を

し
ま
し
ょ
う
。

◎
石
鹸
と
流
水
で
手
洗
い

　
石
鹸
を
つ
け
て
手
の
ひ
ら
、手
の
甲
、指
の
間
、

爪
先
、
手
首
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
帰
宅
時
、
食

事
前
、
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
前
後
な
ど
こ
ま
め

に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

◎
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
飛

沫
感
染
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
け

ま
し
ょ
う
。

◎
人
混
み
を
避
け
る

◎
免
疫
力
を
高
め
る

　
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な
運
動
、
食
事
と
水
分

補
給
で
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
通
勤
・
通
学
な
ど
の
外
出
は
控
え
、
自
宅
で

様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。
風
邪
症
状
や
37
・
５

度
以
上
の
発
熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い
る
方
、

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
』

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
』

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
』

強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し
さ
が
あ
る
方
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
な
い
か
と
の
不
安

を
お
持
ち
の
方
は
、「
有
症
状
者
相
談
窓
口
（
電

話
0
2
6
5
-53
-0
4
3
5
）」
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

＊
高
齢
の
方
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾

患
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
、
透
析
を
受
け
て

い
る
方
、
治
療
に
よ
り
免
疫
が
低
下
し
て
い

る
方
は
２
日
程
度
、
妊
婦
の
方
は
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
部
屋
を
分
け
、
ト
イ
レ
や
お
風
呂
の
共
有
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
は
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
世
話
を
す
る
人
は
一
人
に
限
定
。
マ
ス
ク
と

手
袋
を
つ
け
て
看
護
し
、
自
身
も
朝
晩
２
回
、

体
温
測
定
す
る
。

・
こ
ま
め
に
石
鹸
で
手
洗
い

・
１
時
間
に
５
〜
10
分
間
、
換
気
を
す
る
。

・
ド
ア
ノ
ブ
、
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
、
ト
イ
レ
の

レ
バ
ー
な
ど
手
で
触
れ
る
共
用
部
分
は
、

薄
め
た
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
（
水
５
０
０

㎖
に
キ
ャ
ッ
プ
１
杯
の
漂
白
剤
）
で
拭
い
た

後
、
水
拭
き
し
ま
し
ょ
う
。

・
本
人
の
体
液
が
つ
い
た
衣
服
や
シ
ー
ツ
な
ど

を
洗
う
際
は
、
手
袋
と
マ
ス
ク
を
つ
け
、

家
庭
用
洗
剤
で
洗
濯
し
完
全
に
乾
か
し
て
く

だ
さ
い
。

・
鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
は
す
ぐ
に
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
、密
閉
し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　
免
疫
力
を
高
め
る
生
活
を
し
、
手
洗
い
や
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
人
混
み
を
避
け
、
慎
重
に
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

感
　
染
　
予
　
防
　
策

家
族
に
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合

発
熱
等
風
邪
症
状
が
あ
る
時
は

保
健
師
だ
よ
り

　
天
龍
村
診
療
所
は
川
西
先
生

の
引
退
に
伴
い
、
令
和
２
年
４

月
２
日
か
ら
当
分
の
間
、
阿
南

病
院
の
派
遣
診
療
所
と
し
て
対

応
と
な
り
ま
す
。

〇
診
療
日
　
毎
週
木
曜
日
の
み

　
診
療
時
間
　
９
時
か
ら
12
時

　
受
付
時
間
　
８
時
か
ら
11
時

電
話
番
号
も
変
わ
り
ま
し
た
。

☎
31
―
0
9
5
0

　
な
お
、
受
付
時
間
以
外
の
診

療
に
関
す
る
電
話
は
阿
南
病
院

☎
22
―
2
1
2
1
ま
で
、
ま
た

緊
急
の
場
合
は
、
1
1
9
番
の

消
防
署
（
救
急
車
）
へ
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
阿
南
病
院
へ

の
通
院
に
際
し
て
村
で
は
送
迎

バ
ス
の
運
行
も
し
て
お
り
ま

す
。

　
毎
週
　
月
・
水
・
金
曜
日

　（
祝
休
日
の
場
合
は
運
休
）

　
送
迎
バ
ス
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
前
日
の
夕
方
５
時

ま
で
に
役
場
へ
連
絡
し
、
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
（
お
問
合
せ
先
）

役
場
住
民
課
☎
32
―
1
0
2
1

　
な
お
、
川
西
先
生
に
お
か
れ

て
は
平
成
元
年
２
月
か
ら
天
龍

村
診
療
所
長
と
し
て
本
村
へ
赴

任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
退
ま
で
の
31
年
間
の
間
、
天

龍
村
診
療
所
の
医
師
と
し
て
、

夜
間
や
休
日
、
季
節
を
問
わ
ず

24
時
間
体
制
で
村
民
の
命
を
守

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、診
療
の
み
な
ら
ず
小
・

中
学
校
の
学
校
医
、
保
育
所
の

検
診
医
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

嘱
託
医
を
務
め
、
子
供
た
ち
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
多
く
の
村
民

の
健
康
状
態
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
国
保
運
営
協
議
会

等
の
委
員
、
下
伊
那
南
部
保
険

医
療
協
議
会
の
理
事
と
し
て
、

村
の
医
療
の
ほ
か
に
介
護
・
保

健
・
福
祉
の
各
分
野
に
お
い
て

も
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

診
療
所
の
診
療
体
制
変
更
に
つ
い
て
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各部署における主な業務内容
係等名 業　　務　　内　　容

総務情報係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管理、
秘書・渉外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退職手当、
公務災害、公用車管理、防犯、自衛隊、消防・防災、消防無線・防災行政無線、交通安全、交通災害共済、
総合教育会議、人事評価制度、市町村合併、行革・集中改革プラン、地区活動・地区懇談会・地区担
当者制度、村民からの提案制度、出前講座、情報通信、CATV、ホームページ、広報・公聴、ラジオ
難視聴対策など

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺地計画、
広域行政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、村営バス、公共交通、職員
提案制度、統計、備品管理、債権管理、ふるさと納税など

県派遣 南信州地域振興局（リニア活用・企画振興業務）

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会など

農務国調係
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、
農道建設・維持管理、第３セクター経営改善、農産物特産品開発、農業事業継承支援、国土調査、公
衆道路等の登記など

林務係 林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護、狩猟、林道建設・維持管理、
林産物特産品開発、林業事業継承支援など

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３セクター
経営改善など

買物弱者対
策準備室 買物弱者対策など

移住定住推
進係

移住・定住、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、地域おこし協力隊、集落支援員、
若者定住・結婚相談、構造改革特区、まち・ひと・しごと創生総合戦略、空き家バンク、職業紹介指導、
大学生インターン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学など

住民福祉係

戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、職業紹介指導・
雇用安定、児童手当、村民保養券、外出支援・福祉運送・タクシー券、民生委員・児童委員、青少年
健全育成、男女共同参画、人権擁護、保護司、生活保護、児童・母子（父子）・老人・障がい福祉、日
赤奉仕団、シルバー人材センター、埋火葬、個人番号、福祉施設、国民年金、行旅病人など

健康支援係 国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、福祉医療、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健指導、
健康増進・栄養指導、診療所、感染症予防、検診・予防接種、食品衛生、健康プラン、母子保健など

天龍村地域
包括支援セ
ンター

地域包括ケア、在宅医療・介護連携、包括支援センター、介護予防、認知症対策、認定調査、地域支
援事業（運動教室・あつまらまい会・任意事業等）、福祉 ICT、消費生活、災害支援、あったか券、権
利擁護、総合相談・支援、高齢者支援（要配慮者・高齢者避難等）など

社会就労セ
ンター

就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、
取引先との業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務など

天龍保育所 入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種行事計画・
実施、発達支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携など

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、地すべり、村営住宅（駅前活性化）、建築、廃屋対策など

環境水道係 簡易水道・簡易供給施設、生活用水、公共下水道、合併浄化槽、農業集落排水、し尿処理、狂犬病予防、
環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、公害、新エネルギー、墓地、行旅死亡人など

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分など

会計係 現金・金券の収受、出納管理、決算など

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納など

天龍温泉 施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就
労者の管理、源泉の維持・管理・運営など

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯
学習、社会体育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全
会議、放課後子ども教室、奨学金、なんでも館常設展示など

学校給食 学校給食

学校公使 学校公使

年齢

対象者

受診に
必要な
もの　

日時
場所

費用（個　人
負担金）

実施者
（お問い合
わせ先　）

婦人科検診

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳
 　 　〃 　　 （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

受診希望者には、後日連絡致します

阿南病院

問診
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）、
　　　　マンモグラフィー
子宮頸がん　1,870円
乳がん（エコー）1,930円
乳がん（マンモグラフィー）3,360円

大腸がん

40歳以上

10月26日㈪
10月27日㈫
10月28日㈬
老人福祉センター
おきよめの湯
問診
便潜血検査
（２日法）

500円

満75歳以上の方

後期高齢者医療保険加入者

①長野県後期高齢者医療被
保険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/13㈪午後 老人福祉センター

7/14㈫午前 老人福祉センター

7/14㈫午後 おきよめの湯

1,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

勤務先などの医
療保険加入者及
びその扶養者

胃がん

40歳以上

10月27日㈫
10月28日㈬

老人福祉センター
おきよめの湯
問診
胃部X線撮影
（バリウム）

1,500円

肺がん

40歳以上

９月28日㈪
９月29日㈫

各地区を巡回しま
す
問診
胸部X線撮影

500円

検診
項目

対象者

実施日

受診
場所

検査
項目

受診料
（個　人
負担金）

お問い合わせ先：天龍村役場住民課　☎32-1021
※詳しくは、４月下旬にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診など一覧表がん検診など一覧表

1年に1度は、特定健診を受けましょう!1年に1度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診しないでください。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

当該年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

天龍村国保加入者の方

（人間ドックとの重複受診はで
きません）

①天龍村国民健康保険被保
険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/13㈪午後 老人福祉センター

7/14㈫午前 老人福祉センター

7/14㈫午後 おきよめの湯

2,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健診で早期発見しましょう。
また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われており、特定健診は
このメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

加入している各
医療保険者にお
問い合わせくだ
さい。

「特定健診」
とは…

特　定　健　診 特定保健指導

特定保健指導

健診の結果、メ
タボリックシンド
ロームのリスク
に応じて、医師・
保健師などの専
門家から生活習
慣改善のサポー
トを６ヶ月間受け
られます。

健診のあとは、特
定保健指導を受
けましょう！

後期高齢者健康診査
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令和２年４月１日付　天龍村職員配置表
令和２年４月１日付けの人事異動などにより、下記のとおりとなりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺　誠一　　副村長：小林　公人　　教育長：竹田　順次

◎総務課　課長：大平卓治 （　）会計年度任用職員

係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

総務情報係 藤澤壮士 坂田一万・宮澤寿幸・（遠山和子）
２階

企画財政係 玉井直江 田嶋迪朗・（後藤泰計 ・ 熊谷長治）

県派遣 － 大平成二 出先

◎議会事務局　事務局長：橘　謙治
係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

議会事務局 － － ２階

◎地域振興課　課長：後藤浩二
係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

農務国調係 橋爪　貴 服部誠司

２階

林務係 渡久山直樹 伊藤祐介

商工観光係 （兼）後藤浩二 柳澤慶介・勝又宏樹（県からの派遣）

買物弱者対策
準備室 （兼）内藤孝雄 （兼）勝又宏樹・（西野明花 ・ 柳澤通子）

移住定住推進係 内藤孝雄 小瀬水渉（牧野雅美 ・ 佐々木裕子 ・ 本多紗智 ・ 前田美沙 ・ 篠田大
樹）

◎住民課　課長：鈴木浩孝　　参事：清水保秀
係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

住民福祉係 斎藤正宏 玉置唯乃

１階健康支援係 影原　房 金田祥吾・𠮷野あづ美・（杉浦志乃）
天龍村地域包括
支援センター （兼）参事　清水保秀 栗生瑛理・新田泰祐・（宮澤育子）

社会就労センター 宮澤栄朗 （鈴木隆雄 ・ 大平伸次）
出先

天龍保育所 宮澤真由美 成瀬理沙 ・ 中島加奈子 ・ 木下春菜 ・ 塚田　響（竹田朋子 ・ 増澤カ
ズコ  ・ 野村雅子）

◎建設課　課長：野竹英二
係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

建設係 宮下正和 小林勇太

１階
環境水道係

中島俊博
飯泉幸大

藤澤久美

◎税務会計課　課長：花田清一
係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

税務係 松澤一生 －
１階

会計係 （兼）花田清一
（会計管理者） 長田みゆき

◎南支所・天龍温泉　所長：秦　博実
係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

南支所
影原重喜

（兼：藤澤保夫）
出先

天龍温泉 （藤澤保夫・波田野茂富・村松二三子・田村元子・白上政江・
宮澤朝子・杉本まる美・村松秀子）

◎教育委員会
係等名 係長等　氏名 係員氏名 階

教育係 大平崇史 瀧澤　翔・青木裕一郎・（山内孝一 ・ 板倉節子 ・ 橘　和男）

出先学校給食 － 後藤三八子・（金田久美子）

学校公使 － 伊藤照子

社会福祉協議会派遣　　社会福祉協議会事務局長　　森　祐二
民間企業派遣　　　　　㈲天龍農林業公社副社長　　熊谷弘幸・（片山素晴）

国民健康保険にご加入の皆さんへ
人間ドック補助制度をご利用ください
今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療、重症化予防を目的とし、加入
者の健康保持増進を図るため、人間ドック費用の一部の補助を行います。
国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

対象者

補助金額

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

補助の流れ

注意事項

　　　　　・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

　　　　　・人間ドック受診　　　　阿南病院　　　　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他医療機関　13,000円
　　　　　・脳ドック受診　　　　　16,000円（単独で受診）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000円（人間ドックオプション時）

　
・人間ドックなど受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドック１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定健診や個別特定健診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドックなどを受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続き及び保健師によ
る面談を行う（なるべく本人がお越しください）。
④後日、補助金の振込を行います。

　
・申請書（役場窓口にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

　
・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定健診の受診券を持参して人間ドッ
クを受診してください。
・人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定健診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

～お問合せ先～
住民課　健康支援係
　　　  ☎32-1021
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令和２年度地区担当職員名簿及び配置表
令和2年4月1日現在

地区名 担当職員名
為 栗

影原　房 長田みゆき
長 島 宇 連

折 立 清水保秀 新田泰祐 大平成二
清 水 渡久山直樹 玉置唯乃 栗生瑛理
東 原 A 鈴木浩孝 野竹英二 宮下正和 宮澤寿幸
東 原 B 秦　博実 伊藤祐介 小瀬水渉
西 原 渡久山直樹 内藤孝雄 青木裕一郎 𠮷野あづ美 宮澤真由美

中 央
大平崇史 宮澤栄朗 大平成二 宮澤真由美 成瀬理沙
中島加奈子 木下春菜 塚田　響

北 花田清一 清水保秀
本 町 松澤一生 服部誠司 成瀬理沙
余 野 熊谷弘幸 坂田一万 伊藤照子
岡 本 橘　謙治 森　祐二 金田祥吾 柳澤慶介 伊藤照子
長 野 町 影原　房 影原重喜
長 野 後藤浩二 藤澤久美 𠮷野あづ美
南 上 松澤一生 坂田一万 橋爪　貴 中島加奈子
南 中 大平卓治 田嶋迪朗
栄 町 斉藤正宏 金田祥吾
南 下 中島俊博 青木裕一郎
松 島

大平崇史 新田泰祐 玉置唯乃 木下春菜 塚田　響松 島 中 電

長 沼
鶯 巣 橘　謙治 服部誠司
十 久 保 大平卓治 瀧澤　翔
下 山 熊谷弘幸 長田みゆき
中 井 侍 斎藤正宏 玉井直江 小林勇太

途 中 上 平
中島俊博 瀧澤　翔

鶯 巣 宇 連

福 島 後藤浩二 藤澤壮士 藤澤久美 小林勇太
倉 の 平 鈴木浩孝 飯泉幸大
坂 部 影原重喜 宮澤栄朗
中 組 玉井直江 宮澤寿幸
戸 口 野竹英二 飯泉幸大
大 久 那 内藤孝雄 柳澤慶介
合 戸

花田清一 森　祐二
見 遠
向 方

秦　博実 田嶋迪朗 橋爪　貴 栗生瑛理
峠 山
大 河 内 藤澤壮士 伊藤祐介 後藤三八子
梨 畑 宮下正和 小瀬水渉 後藤三八子

☎
☎

など

など

など

など
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私
は
保
健
師
の
𠮷
野
あ
づ
美

で
す
。
松
本
市
生
ま
れ
長
野
市

育
ち
、
流
れ
流
れ
て
信
州
最
南

端
ま
で
来
ま
し
た
。
家
族
は
夫

と
子
ど
も
五
人
。
趣
味
は
自
然

観
察
、
お
菓
子
作
り
、
読
書
、

散
歩
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
寄
り
添

い
、
健
康
を
守
る
お
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。保
健
師
と
し
て
、日
々

の
出
会
い
と
発
見
が
私
の
財
産

で
あ
り
、原
動
力
に
な
り
ま
す
。

私
は
道
に
迷
う
こ
と
が
得
意
で

す
。
天
龍
村
の
地
理
に
慣
れ
な

い
う
ち
は
、
訪
問
先
に
た
ど
り

着
く
ま
で
少
々
時
間
を
要
す
る

と
思
い
ま
す
。
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

い
て
も
決
し
て
怪
し
い
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

保健師
𠮷野あづ美

　
今
年
度
か
ら
天
龍
保
育
所
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
、
木
下
春
菜
で
す
。

出
身
は
高
森
町
で
旅
行
好
き
な
両
親

の
お
陰
で
様
々
な
場
所
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
夏
に
は
和
知
野
川
に
よ
く

川
遊
び
に
き
て
い
た
の
で
天
龍
村
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
働
け
る
こ
と
に

な
り
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　
天
龍
保
育
所
は
昨
年
見
学
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
温
か
で
綺
麗
な
園
舎

の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と

活
動
す
る
様
子
を
見
て
、
私
も
ぜ
ひ

こ
の
保
育
所
で
働
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
社
会
に
出
て
一
年
目
で
ま
だ
ま
だ

い
た
ら
な
い
点
も
多
く
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
今
で
き
る
こ
と
に
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
皆
さ
ん
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た

だ
き
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保育士
木下　春菜

　
今
年
度
か
ら
天
龍
保
育
所
で

お
世
話
に
な
り
ま
す
、
塚
田
響

で
す
。

　
平
谷
村
出
身
で
、
諏
訪
市
の

専
門
学
校
で
保
育
を
学
び
ま
し

た
。
ご
縁
が
あ
り
天
龍
村
で
保

育
士
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
ご
縁
を
大
切

に
、
天
龍
村
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
大

事
に
毎
日
過
ご
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
至
ら
な
い
こ
と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご

指
導
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
日
々
勉
強
し
、
一
つ
一
つ

自
分
の
糧
に
し
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

保育士
塚田　響

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
、
天

龍
村
ご
用
聞
き
事
業
の
ス
タ
ッ
フ
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
、
柳
澤
通
子
（
や

な
ぎ
さ
わ
み
ち
こ
）
で
す
。
主
人
の

生
ま
れ
故
郷
の
こ
の
村
に
移
住
し
て

７
年
目
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
ご
縁

あ
っ
て
出
会
っ
た
天
龍
村
の
活
性
化

と
楽
し
く
明
る
い
未
来
を
目
指
し
て

働
い
て
み
た
い
！
と
思
い
、
志
願
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
用
聞
き
事
業
は
私
自
身
も

こ
の
４
月
か
ら
の
新
ス
タ
ー
ト
な
の

で
、
全
て
が
真
新
し
く
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
一
か
ら
築
き
上
げ
て
い
く

活
動
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
村
内
の

多
く
の
方
々
と
お
会
い
し
て
、
買
物

に
関
し
て
皆
様
と
こ
の
新
事
業
と
を

「
つ
な
ぐ
・
む
す
ぶ
」
存
在
に
い
ち

早
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
ひ
よ
っ
こ
で
す
が
、
こ
の

活
動
を
通
し
て
天
龍
村
が
よ
り
暮
ら

し
や
す
く
な
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
皆
様
お
見
知
り
お

き
と
ご
協
力
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
♡

集落支援員
柳澤　通子

日頃は教育行政に対し、ご理解ご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。
さて、この度の休校措置に至る経過と対応につきましては、令和２年２月27日に開催された国の新型

コロナウイルス感染症対策本部において、内閣総理大臣より新型コロナウイルス対策に関し全国全ての
小学校、中学校、高等学校、特別支援学校について、来週３月２日から春休みまで、臨時休校を行うよ
う要請されました。これを受けて、長野県教育委員会教育長から検討の通知がありました。
当村においては、これらの要請を受けて、天龍村立の小学校及び中学校は、令和２年３月２日の午後

から16日までを臨時休校としました。３月２日の午前中と３月17日の卒業式は臨時的登校として対応を
したところであります。この間の各学校の対応は、次のとおりの内容で対応いただきました。
小学校では、特別な事情がある児童については学校との相談により、感染防止の措置をして受け入れ

るとしましたが、保護者のみなさんのご配慮で受け入れはありませんでした。
平日の２日に１回、担任の先生からご家庭の電話をさせていただき、休校中の児童の健康面、生活面、

学習面などの様子や、心配なことなど、各家庭の連絡時間帯を調整し短時間でお話をさせていただきま
した。
また、訪問日を決め、各家庭の郵便受けでの学級関係や諸連絡の通知、宿題などを配布や回収物を受

け取りの対応をしていただきました。
中学校では、入試に向けた対応があるので、学校の判断により、受け入れをしました。その他に、そ

の他特別な事情がある生徒については受け入れました。また、受け入れした場合は、小学校と同様に、
感染防止のための検温、換気、咳エチケット、手洗い手指消毒の励行を対応したところです。受け入れ
生徒は受験生２名と特別な事情の生徒１名の受け入れでした。
電話連絡は、担任の先生が中心に平日は毎日行い、健康状況や学習の進度を確認しました。また、家

庭訪問は原則として２日に１回行い、２人の先生が健康視察及び家庭学習内容を確認し、学校からの通
知を配布しました。
各家庭には毎朝検温と問診を行い、その結果を健康カードに記入していただきました。地域のみなさ

んと連携したハンガープロジェクトなど校外行事や活動についても見合わせをしたところであります。
児童生徒（中学卒業生を除く）のみなさんには、教育課程に関わって、未指導の学習内容があるとい

う実態がありますので、各学校長に各学年に応じて柔軟な配慮を検討して、対処していきたいと思います。
初めての長期にわたる休校措置などの対応でしたが、保護者のみなさんや学校教職員をはじめその他

多くの学校に関わるみなさん、地域のみなさんのご理解とご協力があり対処していただきました。あり
がとうございました。今後ともご指導をお願い申し上げ、紙面にて恐縮でありますがお礼の言葉とさせ
ていただきます。

 ※新年度（４月）以降における休校措置については改めてさせていただきます。

新型コロナウイルス感染症対策の感染症対策のための天龍村立小中学校の休校措置について
（ご理解とご協力の御礼） 天龍村教育委員会　　

教育長　竹田　順次

小中併設校または小中一貫校
小学校６年　中学校３年

小・中それぞれに、校長、教職員
組織小学校と中学校における教
育を一貫して施すためにふさわし
い運営の仕組みを整えることが
要件
9年間の教育目標の設定（小中一貫校）
9年間の系統性・体系性に配慮がなされている教育課程の編成
所属する学校の免許状があればよい

義務教育学校
9年（前期課程6年＋後期課程3年）

1人の校長、1つの教職員組織

小・中両方の免許状を併有を原則

　
第
２
回
目
の
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
現
在
の
小
学
校
に
施

設
一
体
型
の
小
中
併
設
校
を
作

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
形

態
に
つ
い
て
は
、
普
通
に
併
設

校
の
他
に
、
小
中
一
貫
校
や
義

務
教
育
学
校
も
あ
る
事
か
ら
、

県
義
務
教
育
課
と
南
信
教
育
事

務
所
か
ら
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
違
い
を
図
１
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ
れ
る
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
環
境

変
化
に
対
応
が
難
し
く
、
不
登

校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
生

徒
数
の
多
い
中
、
授
業
進
度
か

ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
す
る
事
の

な
い
様
、
９
年
間
を
通
じ
た
教

育
課
程
を
構
成
し
、
系
統
的
な

教
育
を
目
指
し
た
り
、
教
員
が

学
年
や
ク
ラ
ス
を
越
え
て
子
供

と
関
わ
る
な
ど
、
既
に
日
常
的

に
天
龍
で
さ
れ
て
い
る
教
育
も

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

と
の
連
携
に
よ
る
相
互
効
果
に

つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
言

え
ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
教
職
員
の

負
担
感
の
高
さ
で
、
南
信
地
域

に
お
い
て
は
、
村
費
教
職
員
の

確
保
の
難
し
さ
が
さ
ら
に
そ
の

負
担
感
を
増
幅
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
子
供
た
ち
に
と
っ

て
も
、
教
職
員
に
と
っ
て
も
安

心
で
安
全
な
学
校
で
あ
る
こ
と

を
第
一
に
、
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
臨
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
次
回
の
委
員
会
で
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
答
申
に
向
け
た
ま

と
め
に
移
り
ま
す
。

（
平
松
和
子
副
委
員
長
）

天龍村

小
中
学
校
の
あ
り
方･総
合
体
育
施
設
建
設

検
討
委
員
会
に
つ
い
て（
第
５
回 

１
月
17
日
実
施
）

（図１）
修業年限

組　　織

教育課程

免　　許
施設形態 施設一体型・施設隣接型・施設分離型
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一般会計等の財務諸表

●経常費用 ………………………………………20億8,012万円

①業務費用（人件費、物件費など） …………16億3,691万円

①移転費用（社会保障給付など） …………… 4億4,321万円

●経常収益 ………………………………………… 1億599万円

①使用料など …………………………………………3,454万円

①その他 ………………………………………………7,145万円

●臨時損失 …………………………………………… 596万円

●臨時利益 ……………………………………………1,187万円

●純行政コスト ………………………………△19億6,822万円

（村税などの一般財源）

前年度末純資産残高

本年度純資産変動額

　【内訳】

　①　純行政コスト

　②　財源（村税、補助金など）

　③　無償所管換等

本年度末純資産残高

166億3,492万円

△3億957万円

△19億6,822万円

16億5,223万円

642万円

163億2,535万円

○これまでに形成された資産 …………………………………188億7,394万円
○将来世代が負担する債務 …………………………………… 25億4,859万円
○過去及び現世代の負担済み額 ………………………………163億2,535万円
○行政サービスにかかったコスト …………………………… 19億6,822万円
○次年度への繰越金 ………………………………………………… 5,868万円

●資金収支計算書
1年間の資金の増減を性質別に表しています。
資金は、1年間で14万円増加し、期末残高が
5,868万円になりました。
業務活動収支の黒字でその他収支の赤字を賄っ
ています。 

●貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表
です。
村では188億7,394万円の資産を形成してきまし
た。
そのうち、純資産である163億2,535万円は過去
および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、
負債である25億4,859万円は将来の世代が負担
していくことになります。

●行政コスト計算書
1年間の行政サービスにかかったコストと財源
を表しています。
平成30年度の経常費用は20億8,012万円です。
経常費用から使用料や負担金などの経常収益1
億599万円を差し引きし、臨時損失と臨時利益
を含めた純行政コストは19億6,822万円となっ
ています。

●純資産変動計算書
貸借対照表の純資産の1年間の変動額を表して
います。
純資産は、1年間で3億957万円減少し、期末残
高が163億2,535万円になりました。
村税などの経常的な一般財源が純行政コストを
下回っているため純資産が減少（将来世代の負
担が増加）しました。

資産　188億7,394万円

【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）

 …170億1,211万円

②流動資産（基金、現金など）

 …18億6,183万円

（うち現金預金） 5,868万円

負債　25億4,859万円

【将来世代の負担】

①固定負債 22億1,708万円

②流動負債 3億3,151万円

純資産　163億2,535万円

【過去および現世代の負担】

当期収支

　【内訳】

　　①　業務活動収支

　　②　投資活動収支

　　③　財務活動収支

前年度末資金残高

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

14万円

4億1,806万円

△3億7,266万円

△4,526万円

5,256万円

598万円

5,868万円

平成30年４月１日～平成31年３月31日

平成31年3月31日現在

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問合せください。

補助対象事業の範囲及び補助要件
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただ
し、　村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者②申請時の年齢が16歳以上60歳以下
の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。
①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志
のある者　（夫婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、
就農し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。
①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。
ただし、申請時に12か月以上の居住及び住所要件を　満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、継続して２年以上勤
務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。ただし、当該月の勤務
日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち２/３は現金で支給し、１/３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。【クーポン券相当額計算式】支給総額×１/３（但し百円単位は切り捨て、現金
で支給）
⑤村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド
取扱商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例:給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車等／利用不可能:専用カードへの入金）
⑥消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・年齢要件
は片方が該当して　いれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

補助金等の額
16歳～40歳

工事費の20％以内
41歳～50歳

工事費の10％以内
51歳～60歳

工事費の５％以内
（限度額200万円）

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳

工事費の10％以内
51歳～60歳

工事費の５％以内
（限度額100万円）
16歳～40歳

取得費の20％以内
41歳～50歳

取得費の10％以内
51歳～60歳

取得費の５％以内
（限度額100万円）
取得費の100％以内
（限度額100万円）

夫婦　10万円
単身　　５万円

２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円

右記⑥に該当する場合
は＋５万円

５万円

右記③に該当する場合
は＋５万円

１㎞あたり10円
（支給限度:一月あたり

10,000円
但し、支給総額の１/３の
額は村内SS利用クーポ
ン券にて助成）
年間支給券算出式

「10円×最短通勤往復
距離×１か月の通勤日
数（22日を上限とする）

×通勤月数」

国内、外国人との結婚
を問わず１組　５万円

第１子・第２子　20万円
第３子　50万円

第４子以降は第３子と同額

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32-1023）

住
宅
新
築
補
助
金

空
き
家
等
取
得
補
助
金

U
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

住
宅
用
地
取
得
補
助
金

後
継
者
助
成
金

通
勤
助
成
金

出
産
祝
金

住
宅
増
改
築
補
助
金

結
婚
祝
金

種類

（2019年４月１日～ 2022年３月31日）
天龍村定住促進事業のあらまし
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　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示され
た「統一的な基準」により作成しました。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者））、連結（全
体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

この疑問は、この「財務諸表」を見れば分かります

連結の財務諸表

次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？
次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？ 貸借対照表貸借対照表

経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担金でどれほどコストが賄われたか？
経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担金でどれほどコストが賄われたか？ 行政コスト計算書行政コスト計算書

経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？
経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？ 資金収支計算書資金収支計算書

資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？
資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？ 純資産変動計算書純資産変動計算書

統一的な基準による平成30年度天龍村の財務書類を公表します

連　　結
㈲龍泉閣
㈲天龍農林業公社
社会福祉法人天龍村社会福祉協議会
天龍村観光協会
下伊那南部総合事務組合
下伊那土木技術センター組合
下伊那自治センター組合

下伊那郡町村総合事務組合
長野県市町村自治振興組合
長野県市町村総合事務組合
長野県地方税滞納整理機構
南信地域町村交通災害共済事務組合
南信州広域連合
長野県後期高齢者医療広域連合

天龍村全体

国民健康保険特別会計
村営水道特別会計
村営下水道事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計

一
般
会
計

●連結範囲

●連結貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表です。これまでに213億4,656万円の資産を形成してきました。
そのうち、純資産である180億6,425万円は過去および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、
負債である32億8,231万円は将来の世代が負担していくことになります。

平成31年3月31日現在

資産　213億4,656万円
【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）
 …192億2,084万円
②流動資産（基金、現金など）
 …21億2,572万円
（うち現金預金） 1億7,467万円

負債　32億8,231万円
【将来世代の負担】

①固定負債（地方債など） 28億6,065万円
②流動負債 4億2,166万円

純資産　180億6,425万円
【過去および現世代の負担】

生ごみ処理機の購入費の一部を助成します
　生ごみ処理機は、熱や微生物により生ご
みを分解しごみ量を減量させるだけでな
く、家庭で有機肥料としてリサイクルする
ことができます。助成制度を利用して生ご
み処理機の効果を実感してみませんか。
◆対象：天龍村に住所を有する方で、家庭用生ごみ

処理機を購入し、設置した方。消費税を除
いて、30,000円以上の生ごみ処理機。

　　　　１世帯１基までとする。
※１度補助を受けた方でも、補助を受けてから
５年経過していれば、再度補助申請すること
ができます。

◆助成額：購入価格（消費税を除く）の２分の１の
額（上限は2万円、1千円未満は切り捨て）

◆申込方法：購入後1年以内に、領収書（購入日や
販売店名・商品名・金額・購入者名が記
載されたもの）、保証書（購入日・販売
店名・商品名の記載があるもの）と印鑑
を持参して役場まで申請をします。

★詳しくは建設課環境水道係☎32-1022へお問合せください。

　村内在住の方で太陽光発電システム及び薪・ペレット
ストーブの導入を考えている方に「太陽と森林づくりエ
ネルギー活用推進事業補助金交付要綱」に基づき、補助
金を交付します。
◆補助金の交付額：※太陽光発電システム（太陽光エネ
ルギーを直接電気変換するものであって個人において電
力会社と電力受給契約を締結したものをいう。）／１キ
ロワットあたり50,000円　上限200,000円　※薪・ペレッ
トストーブ／設置費用の３分の２　上限100,000円
◆交付対象者：
⑴　住宅等に新エネルギー施設の設置（増設を含む。）を
行う者（当該住宅等が自己の所有に属さない場合は、
当該住宅等の所有者の承諾書を提出した者に限る。）又
は新エネルギー施設を設置した住宅等（未入居のもの
に限る。）を自ら居住するために購入する者
⑵　太陽光発電システムについては売電契約の締結がで
きる者
⑶　村税その他義務的納金を滞納している者がいない世
帯に属する者
⑷　その他村長が適当と認めた者
※同一の新エネルギー施設に対して１世帯当たり１回とする。
◆申請先・お問合せ：
　天龍村役場建設課環境水道係☎32-1022までお問合せく
ださい。

太陽光発電システム と
 薪・ペレットストーブ購入補助について

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
一
環

と
し
て
、
村
民
の
方
が
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
を
購
入
す
る
際

の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

・
補
助
金
額
は
購
入
費
用
の
３

分
の
１
と
し
、
３
万
円
を
限

度
額
と
す
る
。

・
補
助
の
対
象
者
は
村
内
に
住

所
を
有
す
る
方

　
詳
し
く
は
建
設
課
環
境
水
道

係
☎（
32
）１
０
２
２
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

近
場
の
移
動
に

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う
！

近
場
の
移
動
に

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う
！

近
場
の
移
動
に

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う
！

近
場
の
移
動
に

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う
！

補
助
事
業
の
概
要

　
今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。
納
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
県
税
事
務

所
の
窓
口
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
付
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先
／
南
信
県
税
事
務

所
飯
田
事
務
所
☎
０
２
６
５

（
53
）
０
４
０
５

　〜
済
ま
せ
て
ね

　
　
　忘
れ
ず
早
め
に

　
　
　
　
　
　自
動
車
税
〜

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す
！

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す
！

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す
！

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す
！

　
村
営
水
道
未
普
及
地
区
を
対

象
に
、
安
定
し
た
生
活
用
水
の

確
保
を
目
的
と
し
て
、
個
人
が

整
備
す
る
水
道
施
設
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
村
営
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

○
天
龍
村
の
住
民
で
あ
る
こ
と

○
事
業
費
100
万
円
を
限
度
と
し

て
、
７
割
を
補
助
し
ま
す
。

※
２
戸
が
共
同
で
整
備
す
る
場

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

個
人
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
よ
り
、
処
理

費
の
増
加
に
よ
り
古
紙
回
収
が

有
料
化
し
ま
し
た
。

　
古
紙
の
有
料
化
に
伴
い
、
南

の
森
神
社
前
で
回
収
し
て
い
る

古
紙
回
収
は
３
月
で
終
了
し
ま

し
た
。
今
後
は
村
の
古
紙
回
収

の
日
に
、
最
寄
り
の
収
集
所
へ

お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
古
紙
を
処
分
す
る
と
き
は
ス

テ
ッ
カ
ー
（
10
枚
綴
り
８
０
０

円
）
に
記
名
の
上
、
古
紙
に
貼

っ
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
点
〉

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
新
聞
紙
・
雑

誌
類
は
分
け
て
結
束
し
て
く

だ
さ
い
。

・
紐
で
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
の
テ
ー
プ

類
で
の
結
束
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。

・
片
手
で
持
て
る
重
さ
で
結
束

し
て
く
だ
さ
い
。

・
古
紙
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
や
金
属
類
が
混
ざ
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
建
設
課
環
境
水
道
係

☎
32
―
１
０
２
２

古
紙
の

有
料
化
に

つ
い
て

合
は
事
業
費
・
補
助
金
と
も

２
倍
に
な
り
ま
す
。

○
水
源
地
か
ら
の
取
水
・
送
水

に
必
要
な
施
設

○
配
水
池
等
・
配
水
に
必
要
な

施
設

※
宅
地
内
の
配
管
に
要
す
る
費

用
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
補
助
金
は
、
１
世
帯
１

度
だ
け
の
利
用
に
な
り
ま
す
。

慎
重
に
検
討
し
て
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、
役
場
建
設
課

環
境
水
道
係
（
32
）
１
０
２
２

へ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

対

　象

　者

交
付
対
象
施
設

補
助
対
象
経
費
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令
和
２
年
１
月
14
日
か
ら
土

砂
崩
落
の
た
め
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
国
道
4
1
8
号
、
早

木
戸
〜
的
瀬
間
で
は
、
14
日
以

降
も
続
い
た
増
破
に
よ
っ
て
、

大
規
模
な
崩
落
へ
と
被
害
が
広

が
り
ま
し
た
。

　
被
災
規
模
は
幅
1
0
0
ｍ
高

さ
70
ｍ
、
流
出
土
量
約
２
万
㎥

と
推
定
さ
れ
、
下
伊
那
南
部
建

設
事
務
所
で
は
、
早
期
復
旧
に

向
け
、
順
次
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
村
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

ミニホイールローダ整備事業

国
道
４
１
８
号

早
木
戸
〜
的
瀬
間
で

　
　
　大
規
模
崩
落

早
木
戸
川
水
位

監
視
用
カ
メ
ラ
設
置

村
道
天
龍
小
学
校
下
線
が
開
通

村長より伝達された故 金田今朝文さん叙位

　
本
年
１
月
７
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
、
中
央
区
の
故
金
田

今
朝
文
氏
に
、
位
記
（
正
六

位
）
が
授
与
さ
れ
、
３
月
18
日

㈬
に
天
龍
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　
故
金
田
氏
は
、
昭
和
52
年
５

月
か
ら
平
成
21
年
４
月
ま
で
天

龍
村
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、

在
職
中
の
昭
和
62
年
５
月
か
ら

平
成
３
年
４
月
と
平
成
11
年
５

月
か
ら
平
成
15
年
４
月
の
８
年

間
は
、議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、

８
期
32
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
村

道
天
竜
川
線
法
面
防
災
工
事
、

村
道
尾
美
の
沢
線
他
舗
装
工
事
、

ミ
ニ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
（
除
雪

車
）
整
備
事
業
、
保
育
所
運
営

事
業
の
４
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
　
　

　
こ
の
交
付
金
は
ダ
ム
な
ど
の

発
電
施
設
の
あ
る
市
町
村
へ
交

付
さ
れ
、
天
龍
村
に
は
約
３
千

万
円
が
毎
年
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。　①

村
道
天
竜
川
線

　
　
　法
面
防
災
工
事

　
平
成
30
年
10
月
に
発
生
し
た

台
風
24
号
被
害
で
、
地
山
が
大

き
く
崩
落
し
た
箇
所
へ
吹
付
工

事
を
実
施
し
、
鶯
巣
宇
連
地
区

へ
の
唯
一
の
路
線
と
し
て
安
全

性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　②
村
道
尾
美
の
沢
線
他

　
　
　
　
　
　
　舗
装
工
事

　
老
朽
化
し
た
舗
装
の
打
替
工

事
に
よ
り
、
大
河
内
区
の
耕
作

地
・
こ
ぶ
し
の
郷
方
面
へ
の
安

全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　③
ミ
ニ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

　
　
　
　
　
　
　整
備
事
業

　
今
回
、
ミ
ニ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
を
除
雪
作
業
の
遅
延
が
発
生

し
や
す
い
集
落
へ
配
備
し
、
有

資
格
者
に
除
雪
作
業
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
事
で
早
期
の
道
路

安
全
確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
な
ど
の
有

事
の
際
に
も
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　④
保
育
所
運
営
事
業

　
　保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
保
育
士
３
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
）
の
確
保
に
よ
り
、

地
域
格
差
の
な
い
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
事
業
概
要

村道天竜川線法面防災工事

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

故 

金
田
今
朝
文
氏

に
叙
位

広
報
天
龍
第
１
９
５
号（
１

月
発
行
）で
公
表
後
、３
月
31
日

現
在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
黒
澤 

浩
樹 

様
●
松
岡 
綾
乃 
様

●
荒
井 

好
範 

様
●
鈴
木 

ち
さ 
様

●
網
谷 

克
敏 

様
●
村
田 

憲
司 

様

●
遠
山 

英
克 

様
●

●
板
谷 

健
太
郎 

様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
80
名
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
な
お
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.

jp/ ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

村道尾美の沢線他舗装工事

　
買
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
は
、

前
身
と
な
る
買
物
弱
者
対
策
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
拠
点
施
設
が

必
要
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
結
論
を
元
に
、
拠
点
施
設
の

具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
た
め

平
成
31
年
２
月
に
本
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
９
回
の
委
員
会
及
び

移
動
系
支
援
に
関
す
る
４
回
の
部

会
を
重
ね
、
令
和
２
年
２
月
27
日

㈭
に
現
時
点
で
の
検
討
状
況
を
伝

え
る
べ
く
中
間
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
間
答
申
に
は
、
旧
満
島
ホ
テ

ル
跡
地
に
生
鮮
食
品
を
始
め
と
し

た
食
料
品
、市
販
薬
、文
具
、介
護
・

育
児
用
品
等
を
取
扱
い
、
送
迎
支

援
や
配
送
サ
ー
ビ
ス
、
移
動
販
売

な
ど
の
機
能
を
持
つ
拠
点
施
設
が

望
ま
し
い
と
の
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
拠
点
施
設

が
で
き
る
ま
で
の
間
、
見
守
り
を

か
ね
た
ご
用
聞
き
事
業
を
希
望
す

る
旨
も
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
答
申
に
向
け
、
本
委
員
会

で
は
引
続
き
拠
点
施
設
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
合
せ
先
　
　
買
物
弱
者
対
策

準
備
室
（
地
域
振
興
課
商
工
観
光

係
）☎
32
-１
０
２
３

買
物
弱
者
対
策
に
関
す
る
拠
点

施
設
設
立
準
備
委
員
会
か
ら

村
長
へ
中
間
答
申
を
実
施
し
ま
し
た

買
物
弱
者
対
策
に
関
す
る
拠
点

施
設
設
立
準
備
委
員
会
か
ら

村
長
へ
中
間
答
申
を
実
施
し
ま
し
た

買
物
弱
者
対
策
に
関
す
る
拠
点

施
設
設
立
準
備
委
員
会
か
ら

村
長
へ
中
間
答
申
を
実
施
し
ま
し
た

買
物
弱
者
対
策
に
関
す
る
拠
点

施
設
設
立
準
備
委
員
会
か
ら

村
長
へ
中
間
答
申
を
実
施
し
ま
し
た

当
面
の
間
、
旧
福
島
小
学
校
を

経
由
で
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
復
旧
に
関
し
て
新
し

い
情
報
が
入
り
次
第
C
A
T
V

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
難

工
事
の
た
め
長
期
間
の
通
行
止

め
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
、
国
道
４
１

８
号
、
お
き
よ
め
の
湯
付
近
に

架
か
る
月
畑
橋
に
、
早
木
戸
川

の
水
位
を
常
時
監
視
し
、
水
害

に
備
え
る
た
め
の
監
視
カ
メ
ラ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
メ
ラ
は
、
５
分
ご
と

に
橋
台
付
近
の
川
の
流
れ
を
定

点
撮
影
す
る
仕
組
み
で
、
夜
間

で
も
鮮
明
な
画
像
を
撮
影
す
る

た
め
、
発
光
装
置
が
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
撮
影
さ
れ
た
画
像
は
国
土
交

通
省
の
運
用
す
る
「
川
の
水
位

情
報
」
の
サ
イ
ト
で
水
位
情
報

と
と
も
に
確
認
で
き
ま
す
。
　

〇
川
の
水
位
情
報

https://k.river.go.jp

河川水位監視カメラ

　
村
道
長
野
原
線
と
村
道
恵
平

線
を
結
ぶ
、
村
道
天
龍
小
学
校

下
線
が
、
令
和
２
年
３
月
に
開

通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
設
計
業
務
に
取
り
掛
か
り
、

平
成
30
年
２
月
か
ら
令
和
２
年

３
月
の
、
約
２
年
間
の
工
事
に

よ
っ
て
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
西
原
区
恵
平
方
面
へ
緊
急

車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
入
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
長
野
原
線
と
の
交
点

に
架
設
さ
れ
た
橋
の
名
称
は
、

地
域
の
代
表
と
し
て
小
学
校
児

童
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
選
考

の
結
果
、坂
田
歩
万
さ
ん
の「
若

龍
橋
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
総
事
業
費

１
億
1
7
2
9
万
3
4
0
0
円

（
工
事
費
・
設
計
等
委
託
料
）

○
事
業
財
源

　過
疎
債

小学校校門前より若龍橋（永嶺村長書きおろす）

村道天龍小学校下線　全景

路線延長115.６ｍ
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ＣＡＴＶ整備

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

※H30年度までは実績、H31は決算見込み、R2は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
R２

当初予算額
268,200
251,000
260,800
222,000
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000
230,000
211,400

年度

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

H31

R２

公債費

63,028

61,932

64,358

68,411

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,101

31,484

30,631

30,388

借入額

74,240

69,010

79,890

36,730

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

23,869

26,987

75,068

46,720

年度末残高

456,474

473,469

497,713

474,183

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

198,391

194,542

240,716

262,725

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

総
合
交
流
促
進
施
設
整
備

役場耐震補強

天龍保育所整備

温泉大規模改修

防災行政無線
同報系デジタル化工事『人生会議』を

　　知っていますか？

自分らしく生きていくための

　もしもの時、自分がどんな介護を受けていきたいかや、どんな治療を
受けたいか、どんな最期を迎えたいかを、家族や親しい人と話し合うこ
とを「人生会議」といいます。人生会議を通して、自分の考えているこ
とを伝えたり、相手の考えていることを知る機会を作りましょう。

　自分が大切にしていることや、望む
こと、どんなことでも大丈夫です。ま
た、あなたの考えを代弁してくれる人
を選んでおきましょう。
　そのほか、どんな治療を受けたいか、
どこで介護を受けたいかなど、伝えて
おきたいことは何でも話し合ってみま
しょう。

　話し合った内容は、「事前指示書」などの文書として残しておくと、
より確実になります。

どんなことをはなしあえばいいの？

なんどでも話し合いましょう！

　人生会議は、一度開催したら終わりという
わけではありません。ご自身の体や身の回り
の状況によって、考え方もどんどん変わって
いきます。
　年に１度は話し合うようにしたり、何かの
機会に声をかけてみるようにしましょう。

　人生会議や事前指示書について、より詳しく聞いてみたいという方は、
天龍村役場地域包括支援センター (☎32-1021)やかかりつけの主治医、
その他利用している福祉サービスの関係者やケアマネジャーの方へご相談
ください。



（５）広 報　天　　龍 2020年４月23日 広 報　天　　龍（24）2020年４月23日

前年差

8,689万円

△1億1,251万円

121万円

4,896万円

△1億7,597万円

△58万円

前年差

4,719万円

△394万円

1,676万円

△3,757万円

△2億3,466万円

4,206万円

△242万円

予算額

4億3,931万円

2億7,406万円

1億936万円

2億5,593万円

5億3,132万円

1億810万円

予算額

3億5,101万円

3億2,161万円

2億327万円

2億7,396万円

2億486万円

1億8,251万円

3億388万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

124.7%

70.9%

101.1%

123.7%

75.1%

99.5%

前年比

115.5%

98.8%

109.0%

87.9%

46.6%

129.9%

99.2%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員等の報酬・給与・手当です。（会計年度任用職員制度
開始によって、これまでの臨時職員等の報酬・給与・手当が人件費に計上されたことなどによる増）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料などです。（会計年度任用職員制度開始
によって、これまでの臨時職員等の報酬・給与・手当が人件費に計上されたことなどによる減）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です。（光整備負担金などによる増）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担
金です。（防災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会
計へ支出されるものです。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費で
す。（光整備負担金などによる増）

福祉など住民生活のための経費です。

農林業に関する経費です。（林道小河内川線改良事業な
どによる増）
村道整備や住宅などに関する経費です。（村道小学校下
線橋梁架設工事などによる減）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（防
災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（旧向方
小学校体育館本体屋根等改修工事などによる増）
国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将
来の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別
（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
85,255
40.4%

投資的経費
58,244　27.5%

その他
経　費
67,901
32.1%

人件費
43.931
20.8% 総務費

35,102
16.7%

公債費
30,388
14.4%

災害復旧費
5,112　2.4%

民生費
32,161
15.2%

予備費
300　0.1%

衛生費
7,492　3.5%

労働費　7　0.0%

商工費　10,788　5.1%

土木費
27,396
13.0%

消防費
20,486
9.7%

教育費
18,251
8.6%

農林水産業費
20,327　9.6%

扶助費
10,936
5.2%

普通建設事業費
53,132　25.1%

公債費
30,388
14.4%

物件費
27,406
13.0%

補助費等
25,593
12.1%

繰出金
10,810
5.1%

維持補修費
2,330
1.1%

積立金
1,462　0.7% 予備費

300　0.1% 議会費　3,590　1.7%

災害復旧費
5,112
2.4%

天
龍
小
・
中
学
校
入
学
式

天
龍
小
・
中
学
校
入
学
式

天
龍
保
育
所
入
園
式

天
龍
保
育
所
入
園
式

れ
ま
し
た
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
元
気
に
村
を
飛
び
回
る
姿

が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

み
ん
な
で
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
迎
え
よ
う
！

天龍小学校入学式

天龍中学校入学式 保育園が楽しみ

な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
対
応
と
し
て
、右
記
を
含
む
公
共
施
設
の
閉
鎖
な
ど
の
対
策
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
天
龍
村
み
ど
り
の
少
年
団
に

よ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
づ

く
り
を
、
２
月
21
日
に
行
い
ま

し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も

協
力
い
た
だ
き
、
30
基
の
巣
箱

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
巣
箱
は
４
月
14
日
に
、
み
ど

り
の
少
年
団
や
地
域
の
み
な
さ

ん
の
手
で
村
内
各
地
に
設
置
さ

巣箱かけ中の１コマ

ブッポウソウに気に入ってもらえるかな

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
和
知
野
川

キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
平
日
・
日
曜

日
・
祝
日
は
１
棟
１
泊
５
０
０

０
円
、土
曜
日
と
祝
日
の
前
日
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
お
盆

の
期
間
中
は
１
棟
１
泊
８
０
０

０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
料
金

は
、
基
本
的
に
は
テ
ン
ト
１
張

（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
１
台
）

１
泊
に
つ
き
１
０
０
０
円
、
車

１
台
に
つ
き
１
０
０
０
円
で
す
。

（
予
約
、
お
問
合
せ
先
　
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
☎
32
‒１

０
２
３
）

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
早
木
戸
川
の
清
流
を
眺
め
な

が
ら
、
ご
家
族
や
お
友
達
、
地

区
の
方
々
と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
、

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）、
12
枚
綴
り
回
数
券
５
０

０
０
円
。
定
休
日
／
毎
週
火
曜

日
☎
32
‒２
２
６
８
（
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
）

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

 

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

  

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

元
気
よ
く
登
校
し
、
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い

に
手
を
あ
げ
て
返
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
中
学
校
は
女
子
３
名
、
男
子

３
名
の
計
６
名
。
先
生
や
上
級

生
た
ち
に
迎
え
ら
れ
、
期
待
と

希
望
を
胸
に
学
校
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

　
４
月
20
日
㈪
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
区

画
１
泊
２
０
０
０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
の
テ
ン
ト
広
場
は
予

約
不
要
で
テ
ン
ト
１
張
（
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
１
台
）
１
泊
１

０
０
０
円
で
す
。

　
静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
是
非
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
予
約
、

お
問
合
せ
先
　
地
域
振
興
課
商

工
観
光
係
　
電
話
32
‒１
０
２

３
）

　
４
月
４
日
㈯
、
春
の
暖
か
い

陽
気
の
中
、
村
内
小
中
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
は
男
子
２
名
、
女
子

２
名
の
計
４
名
。
ネ
ク
タ
イ
や

リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
新
入
学
生
が

　
４
月
６
日
㈪
、
新
し
い
お
友

達
３
名
を
迎
え
て
全
園
児
14
名

で
元
気
よ
く
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
よ
く
食
べ
、
よ

く
寝
て
、
よ
く
遊
び
、
心
も
身

体
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
地
域
の
み
な

さ
ん
も
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。
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■自主財源　21.6%
　45,901万円
■依存財源　78.4%
165,499万円

21億1,400万円前年比8.1％減の

令和2年度一般会計当初予算

令和２年度のおもな事業

特　別　会　計

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

1億5,187万円

6,433万円

4,831万円

2億6,797万円

3,327万円

令和2年度の一般会計及び特別会計の当初予算が3月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が21億1,400万円となり、前年度比8.1%減となりました。

歳入

村　税
18,867　8.9%

その他
6,371　2.9%

地方交付税
91,900
43.6%

県支出金
16,616
7.9%

村債
46,720
22.2%

繰入金 16,397　7.8%

国庫支出金
3,892　1.8%

使用料及び手数料 3,875　1.8%

諸収入 2,989　1.4%

その他 3,773　1.7%

前年差

△25万円

1,000万円

△3,340万円

569万円

△1億8,350万円

予算額

1億8,867万円

9億1,900万円

2億508万円

1億6,397万円

4億6,720万円

歳出項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

99.9%

101.1%

86.0%

103.6%

71.8%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。おもに村の借金の繰上償還（返済）に活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

おもな事業名
【新】村営バス車両購入費
【新】サポカー補助金
【新】光整備負担金
【新】天龍村長選挙費
タクシー券「クオッシー」使用料
老人福祉医療
【新】東京五輪木材提供記念品製作業務委託料
林道改良事業
有害鳥獣駆除等補助金
【新】龍泉閣設備改修工事
村道改良事業
【新】橋梁修繕工事
【新】消防自動車購入費
防災行政無線同報系デジタル化工事
【新】旧向方小学校体育館本体屋根等改修工事
児童生徒給食費援助費
高校生通学費補助事業
補助事業林道災害復旧工事

事業費
362万円
10万円

3,300万円
232万円
702万円
1,331万円
439万円
7,542万円
545万円
894万円

1億5,598万円
3,800万円
1,010万円

1億4,196万円
3,630万円
192万円
82万円

3,960万円

事業内容
長距離走行となっている村営バスを新規の車両に更新します。
満65歳以上の方に対して、サポート車の購入及び抑制装置の後付け費用を補助します。
村内全域を光ケーブル化に更新するためのNTTへの負担金です。
11月10日に任期満了をむかえる天龍村長選挙にかかる費用です。
指定範囲内で利用されたタクシー料金の75％を村で負担します。
75歳以上を対象に自己負担額の6割を給付します。
村の木材を使った記念品を村内全戸へを配布します。
向方線、小河内川線、虫川新野峠線の改良にかかる費用です。
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します。
龍泉閣2階照明及びボイラーの取替工事にかかる費用です。
主に峠山線、梨畑線、長野大井戸線、大久那線、天竜川線、万城線の改良にかかる費用です。
老朽化した4橋の補修工事にかかる費用です。
長野町詰所に配置している消防ポンプ自動車を箱型の消防積載車両へ更新します。
防災行政無線の同報系のデジタル化にかかる費用です。
旧向方小学校体育館の本体屋根、外壁、硝子シーリングなどの改修工事を実施します。
天龍小・中学校に通う、児童・生徒の給食費を全額補助します。
高校生の電車通学定期券購入に対し6ヶ月定期券購入費の50％を補助します。
平成30年度に発生した災害の復旧にかかる費用です（林道虫川新野峠線）。

演
会
翌
日
よ
り
、「
え
ご
ま
の

栽
培
を
し
た
い
！
」
と
、
新
た

に
ほ
場
を
整
備
す
る
動
き
も
あ

り
ま
し
た
。

　
え
ご
ま
は
と
て
も
カ
ラ
ダ
に

良
い
も
の
な
の
で
、
ま
ず
は
自

家
用
と
し
て
自
分
で
作
っ
て
食

べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
村
内
で
え
ご
ま
栽
培
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
種
を
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
地

域
振
興
課
集
落
支
援
員
佐
々

木
・
牧
野
ま
で
ご
連
絡
お
願
い

し
ま
す
。☎
32
‐
１
０
２
３

　
み
な
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て

医
療
費
の
削
減
に
、
そ
し
て
村

の
特
産
品
と
し
て
え
ご
ま
栽
培

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
３
月
に
実
施
し
て
い
た

協
力
隊
・
支
援
員
の
活
動
報
告

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
放
送
し
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
引
き

続
き
、
協
力
隊
、
集
落
支
援
員

の
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（単位：万円）

　
２
月
23
日
㈰
、
向
方
老
人
憩

い
の
家
で
、
え
ご
ま
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
日
本
え
ご
ま

普
及
協
会
会
長
の
服
部
圭
子
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
え
ご

ま
の
栽
培
方
法
や
栄
養
価
、
食

べ
方
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、

村
内
外
か
ら
約
60
人
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
第
二
部
の
交
流
会
に
は

約
20
名
が
参
加
さ
れ
、
え
ご
ま

の
葉
っ
ぱ
や
実
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
え
ご
ま
油
や
え

ご
ま
味
噌
以
外
の
食
べ
方
に
み

な
さ
ん
と
て
も
興
味
を
持
た
れ
、

夏
に
は
え
ご
ま
の
料
理
教
室
の

開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
会
の
中
で
え
ご
ま
の
種
を
配

布
し
た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
講

え
ご
ま
講
演
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

え
ご
ま
講
演
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

え
ご
ま
講
演
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

え
ご
ま
講
演
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
２
月
24
日
（
月
・
祝
）、
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
満
月
屋
に
て
移
住

者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
あ
つ

ま
ら
ま
い
会
」
と
題
し
、
世
代

を
問
わ
ず
、
移
住
者
に
限
ら
ず

幅
広
く
交
流
が
持
て
る
場
づ
く

り
を
設
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
自
由
に
出
入
り
で
き

る
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
、
村
外

か
ら
天
龍
村
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
っ
た
方
も
大
勢
お
り
、
１

日
を
通
じ
て
50
名
の
方
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
村
民
の
み
な
さ
ん

が
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を
行

う
予
定
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第
５
回
移
住
者
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た

第
５
回
移
住
者
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た

第
５
回
移
住
者
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た

第
５
回
移
住
者
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

集
落
支
援
員
の

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

集
落
支
援
員
の

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

集
落
支
援
員
の

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

集
落
支
援
員
の

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

大勢のみなさんにお越しいただきました

　
２
月
16
日
に
株
式
会
社
飯
田

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
よ
り
、
４
Ｋ

60
イ
ン
チ
大
型
テ
レ
ビ
が
龍
泉

閣
２
階
へ
寄
贈
さ
れ
、
贈
呈
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
レ
ビ
は
、
光
キ
ャ
ス

ト
ビ
ジ
ョ
ン
で
飯
田
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
る
ほ
か
、

高
画
質
な
Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
放
送
や
デ

ー
タ
放
送
に
よ
る
地
域
の
防
災

情
報
や
観
光
情
報
な
ど
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
村
内
全
域
に
光
回
線
が

提
供
さ
れ
れ
ば
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
高
画
質
、
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
放
送
、
地
域
情
報
番
組
等

が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
一
日
も
早
く
光
回
線
が
整

備
さ
れ
る
の
を
期
待
し
ま
す
。

　
是
非
、
龍
泉
閣
２
階
で
光
キ

ャ
ス
ト
ビ
ジ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
１
月
29
〜
31
日
、
完
成
間
近

と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
の
内
覧
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
天
龍
村
か
ら

提
供
さ
れ
た
木
材
も
、
床
や
壁

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
施
設
が
解
体

さ
れ
、
木
材
は
大
会
の
レ
ガ

シ
ー
（
遺
産
）
と
し
て
村
に
返

還
さ
れ
ま
す
。
村
で
も
利
用
方

法
を
模
索
中
で
す
が
、
み
な
さ

ん
の
木
材
活
用
ア
イ
デ
ア
も
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
オ
リ
パ
ラ
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
内
覧
式

４
Ｋ
60
イ
ン
チ
大
型
テ
レ
ビ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

贈呈式（右、永嶺村長、左㈱飯田ケーブルテレビ原社長） 天龍村産の木材も大活躍!!

ビレッジプラザ内部の様子
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　（
公
財
）
日
本
さ
く
ら
の
会

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
桜
の
苗
木
70

本
を
、
中
組
地
区
に
植
樹
し
ま

し
た
。

　
現
在
村
内
で
は
、Ｊ
Ｒ
伊
那

小
沢
駅
や
中
部
電
力
松
島
桜
公

園
と
い
っ
た
場
所
で
桜
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
植
樹
し
た
桜
が
立
派
に

成
長
し
、
村
内
外
問
わ
ず
多
く

の
み
な
さ
ん
に
春
の
訪
れ
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
新
「
桜
ス
ポ

ッ
ト
」
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
同
会
よ
り
寄
贈
さ
れ

る
表
示
石
碑
や
看
板
を
設
置
し
、

造
園
業
者
か
ら
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
保
護
・
管
理
し
て
い
く
予

定
で
す
。
近
く
を
通
ら
れ
た
と

き
に
は
、
ぜ
ひ
桜
の
成
長
を
見

届
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

村
内
に
新
た
な

　桜
ス
ポ
ッ
ト
誕
生
!?

村
内
に
新
た
な

　桜
ス
ポ
ッ
ト
誕
生
!?

村
内
に
新
た
な

　桜
ス
ポ
ッ
ト
誕
生
!?

村
内
に
新
た
な

　桜
ス
ポ
ッ
ト
誕
生
!?

5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
㈯ ㈰ ㈪ ㈫ ㈬

○ ○ ○ ○ ○

通常運行

× × × × ×

運休

○ ○ ○ ○ ○

土日祝ダイヤで運行

村営バス神原線（平岡郵便局～大河内）

広域バス平岡線（平岡～和田）

乗合タクシー平岡線（平岡～和田）

村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について

　タクシー料金の軽減を図るための天龍村タクシー利用券、その名も「クォッシー」の運用を行なって
おります。
「クォッシー」の内容は下記のとおりです。
　どこに売っているの?
　役場と南支所で販売しています。

　値段は？
　クォッシーは3種類あります。
・100円券10枚綴り総額1,000円分は250円
・500円券10枚綴り総額5,000円分は1,250円
・1,000円券10枚綴り総額10,000円分は2,500円と利用額の1/4の値段でお買い求めいただけます。

　誰でも使えるの?
　天龍村の住民であれば誰でも使用できます。
　車を所有している方でも移動手段に困っている場合などにご使用いただけます。

　使用期限はあるの?
　使用期限はありません。

　どこへでも乗っていいの?どこのタクシー会社でもいいの?
　乗車範囲は、村内全域です。村外については阿南病院、新野診療所に限らせていただきます。JRで
温田駅まで行き、温田駅からタクシーで阿南病院までの利用（往復）も可能です。また、利用できる
タクシー会社は、「天龍村の遠山タクシー㈲」と「泰阜村のマルトハイヤー」の2社とさせていただきます。

　何か注意することは?
　「クォッシー」は金券です。落としたり無くしたりすると他の人に利用されてしまいますのでご注
意ください。
　また、おつりが出ませんのでご注意ください。
　地域の活性化対策としても事業効果を期待しておりますので、村民のみなさん、お得なタクシー利
用券「クォッシー」を是非ご利用ください。
　そのほか、わからないことありましたら、役場住民課住民福祉係までお問合せください。☎32-1021

　タクシー料金の軽減を図るための天龍村タクシー利用券、その名も「クォッシー」の運用を行なって
おります。
「クォッシー」の内容は下記のとおりです。
　どこに売っているの?
　役場と南支所で販売しています。

　値段は？
　クォッシーは3種類あります。
・100円券10枚綴り総額1,000円分は250円
・500円券10枚綴り総額5,000円分は1,250円
・1,000円券10枚綴り総額10,000円分は2,500円と利用額の1/4の値段でお買い求めいただけます。

　誰でも使えるの?
　天龍村の住民であれば誰でも使用できます。
　車を所有している方でも移動手段に困っている場合などにご使用いただけます。

　使用期限はあるの?
　使用期限はありません。

　どこへでも乗っていいの?どこのタクシー会社でもいいの?
　乗車範囲は、村内全域です。村外については阿南病院、新野診療所に限らせていただきます。JRで
温田駅まで行き、温田駅からタクシーで阿南病院までの利用（往復）も可能です。また、利用できる
タクシー会社は、「天龍村の遠山タクシー㈲」と「泰阜村のマルトハイヤー」の2社とさせていただきます。

　何か注意することは?
　「クォッシー」は金券です。落としたり無くしたりすると他の人に利用されてしまいますのでご注
意ください。
　また、おつりが出ませんのでご注意ください。
　地域の活性化対策としても事業効果を期待しておりますので、村民のみなさん、お得なタクシー利
用券「クォッシー」を是非ご利用ください。
　そのほか、わからないことありましたら、役場住民課住民福祉係までお問合せください。☎32-1021

クォッシーをご利用ください

　
役
場
で
は
昨
年
７
月
に
産

業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

「
農
産
物
継
承
」「
森
林
資
源

活
用
」「
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
の
３
つ
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
全
職
員
で
行
政
主
導

の
振
興
策
な
ど
の
仕
組
み
を

考
え
る
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
度
、
３
月
25
日
㈬
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告

会
を
開
き
各
チ
ー
ム
よ
り
研

究
内
容
や
進
捗
状
況
等
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
の
概
略
は
次
の
通
り

で
す
。リ

ー
ダ
ー 

松
澤
一
生

　
天
龍
村
の
数
あ
る
農
作
物

の
中
で
、
ま
ず
は
中
井
侍
茶

に
つ
い
て
生
産
者
組
合
と
の

懇
談
を
複
数
回
行
い
、
農
産

物
の
継
承
、
後
継
者
問
題
、

景
観
整
備
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
S
N
S
を
活
用
し

た
情
報
発
信
等
に
よ
り
お
茶
の

価
値
の
向
上
手
段
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
今
後
は
お
茶
以
外
の

生
産
者
と
の
懇
談
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー 

渡
久
山
直
樹

　
天
龍
村
産
の
間
伐
材
を
使
い

お
金
に
替
わ
る
サ
イ
ク
ル
を
作

り
、
そ
し
て
温
泉
施
設
に
木
質

ボ
イ
ラ
―
を
導
入
し
、
林
業
の

地
域
内
循
環
を
最
終
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
基
本
と

な
る
林
業
体
験
や
林
業
従
事
者

へ
の
聞
き
取
り
、
先
進
地
視
察

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
度

は
主
に
「
薪
の
駅
」
の
試
行
運

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー 

森 

祐
二

　
三
遠
南
信
自
動
車
道
及
び
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
に
向

け
て
観
光
人
口
増
を
目
的
に
、

長
野
県
の
営
業
局
や
観
光
事
業

者
、Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
か
ら
天
龍

村
の
課
題
や
可
能
性
に
つ
い
て

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
で
は
、
天
龍
村

の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
整
備
、

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
な
ど

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
今
回
は
中
間
報
告
で
あ
り
、

今
後
は
振
興
策
の
実
現
に
向
け

た
仕
組
み
を
構
築
し
、
村
民
の

皆
さ
ん
に
担
い
手
と
な
っ
て
い

た
だ
け
る
形
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
で
き
る
よ
う
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
資
源
活
用

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
産
物
継
承

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
報
告

魂を込めて植樹中!

◇
女
性
班
長
　
　
玉
置
　
唯
乃

◇
副
班
長
　
　
　
長
田
み
ゆ
き

　
県
の
交
流
職
員
と
し
て
天
龍

村
に
参
り
ま
し
た
、
勝
又
宏
樹

と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
隣
の
阿
南
町
で
、
約

十
年
ぶ
り
に
下
伊
那
に
戻
っ
て

参
り
ま
し
た
。
天
龍
村
に
は
梅

花
駅
伝
や
キ
ャ
ン
プ
等
で
足
を

運
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
豊
か
な

自
然
と
の
ど
か
な
雰
囲
気
が
印

象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
様
々
な
面
で
助
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
多
い
状
況
で
す
が
、

村
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
宮
崎
花
衣
（
３
・
５
年
担
当
）

◇
上
野
さ
お
り
（
事
務
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
塩
澤
　
孝
仁
（
校
長
）

◇
中
島
　
博
文
（
教
務
主
任
）

◇
白
鳥
　
京
志
（
１
年
担
当
）

　
２
０
２
０
年
度
天
龍
村
消
防

団
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
副
団
長
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
本
部
長
　
　
　
山
﨑
　
英
琢

◇
機
関
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
救
護
長
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
　
　
　
濱
島
　
徳
嗣

◇
旗
手
　
　
　
　
村
澤
　
節
朗

◇
第
一
分
団
長
　
宮
下
　
正
和

◇
副
分
団
長
　
　
宮
澤
　
真
行

◇
　
〃
　
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
第
二
分
団
長
　
伊
藤
　
祐
介

◇
副
分
団
長
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
　
〃
　
　
　
　
服
部
　
誠
司

（
人
事
異
動
）※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

勝
又 

宏
樹

２
０
２
０
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

か

　いた
か
ひ
と

あ 

つ 

し
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み
を

考
え
る
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
度
、
３
月
25
日
㈬
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告

会
を
開
き
各
チ
ー
ム
よ
り
研

究
内
容
や
進
捗
状
況
等
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
の
概
略
は
次
の
通
り

で
す
。リ

ー
ダ
ー 

松
澤
一
生

　
天
龍
村
の
数
あ
る
農
作
物

の
中
で
、
ま
ず
は
中
井
侍
茶

に
つ
い
て
生
産
者
組
合
と
の

懇
談
を
複
数
回
行
い
、
農
産

物
の
継
承
、
後
継
者
問
題
、

景
観
整
備
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
S
N
S
を
活
用
し

た
情
報
発
信
等
に
よ
り
お
茶
の

価
値
の
向
上
手
段
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
今
後
は
お
茶
以
外
の

生
産
者
と
の
懇
談
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー 

渡
久
山
直
樹

　
天
龍
村
産
の
間
伐
材
を
使
い

お
金
に
替
わ
る
サ
イ
ク
ル
を
作

り
、
そ
し
て
温
泉
施
設
に
木
質

ボ
イ
ラ
―
を
導
入
し
、
林
業
の

地
域
内
循
環
を
最
終
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
基
本
と

な
る
林
業
体
験
や
林
業
従
事
者

へ
の
聞
き
取
り
、
先
進
地
視
察

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
度

は
主
に
「
薪
の
駅
」
の
試
行
運

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー 

森 

祐
二

　
三
遠
南
信
自
動
車
道
及
び
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
に
向

け
て
観
光
人
口
増
を
目
的
に
、

長
野
県
の
営
業
局
や
観
光
事
業

者
、Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
か
ら
天
龍

村
の
課
題
や
可
能
性
に
つ
い
て

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
で
は
、
天
龍
村

の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
整
備
、

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
な
ど

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
今
回
は
中
間
報
告
で
あ
り
、

今
後
は
振
興
策
の
実
現
に
向
け

た
仕
組
み
を
構
築
し
、
村
民
の

皆
さ
ん
に
担
い
手
と
な
っ
て
い

た
だ
け
る
形
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
で
き
る
よ
う
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
資
源
活
用

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
産
物
継
承

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
報
告

魂を込めて植樹中!

◇
女
性
班
長
　
　
玉
置
　
唯
乃

◇
副
班
長
　
　
　
長
田
み
ゆ
き

　
県
の
交
流
職
員
と
し
て
天
龍

村
に
参
り
ま
し
た
、
勝
又
宏
樹

と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
隣
の
阿
南
町
で
、
約

十
年
ぶ
り
に
下
伊
那
に
戻
っ
て

参
り
ま
し
た
。
天
龍
村
に
は
梅

花
駅
伝
や
キ
ャ
ン
プ
等
で
足
を

運
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
豊
か
な

自
然
と
の
ど
か
な
雰
囲
気
が
印

象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
様
々
な
面
で
助
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
多
い
状
況
で
す
が
、

村
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
宮
崎
花
衣
（
３
・
５
年
担
当
）

◇
上
野
さ
お
り
（
事
務
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
塩
澤
　
孝
仁
（
校
長
）

◇
中
島
　
博
文
（
教
務
主
任
）

◇
白
鳥
　
京
志
（
１
年
担
当
）

　
２
０
２
０
年
度
天
龍
村
消
防

団
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
副
団
長
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
本
部
長
　
　
　
山
﨑
　
英
琢

◇
機
関
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
救
護
長
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
　
　
　
濱
島
　
徳
嗣

◇
旗
手
　
　
　
　
村
澤
　
節
朗

◇
第
一
分
団
長
　
宮
下
　
正
和

◇
副
分
団
長
　
　
宮
澤
　
真
行

◇
　
〃
　
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
第
二
分
団
長
　
伊
藤
　
祐
介

◇
副
分
団
長
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
　
〃
　
　
　
　
服
部
　
誠
司

（
人
事
異
動
）※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

勝
又 

宏
樹

２
０
２
０
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

か

　いた
か
ひ
と

あ 

つ 

し



①外観
＊村産材で囲まれた外観の表向きが変わ
りました！
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私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,233 人
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2020年4月23日

　
４
月
３
日
㈮
、
午
前
10

時
に
お
き
よ
め
の
湯
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
お
き
よ

め
観
光
協
議
会
の
み
な
さ
ん

か
ら
来
館
者
へ
お
餅
が
配
布

さ
れ
、
ま
た
館
内
で
は
各
種

の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
施
設
の
機
能
・
利
便
性
の

改
善
を
図
る
た
め
、
２
年
の

歳
月
を
経
て
「
村
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
ま
た
村
の
拠

点
観
光
施
設
と
し
て
村
民
に

支
援
さ
れ
利
用
し
や
す
い
施

設
整
備
」
を
基
軸
に
増
改
築

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
今
年
３
月
末
に
工
事
を

終
え
、
４
月
３
日
に
オ
ー
プ

ン
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
利
用
者
の
み
な
さ

ん
に
は
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

「
お
き
よ
め
の
湯
」
を
今
後

と
も
ご
愛
顧
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
オ
ー
プ
ン

直
後
か
ら
臨
時
休
業
と
な
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　

宴会場（増設）

＊宴会専用の部屋
ができました！会
議等、多目的使用
が可能です！

デッキテラス（増設）
＊四季を感じなが
らゆったりとした
時をお過ごしくだ
さい！

レストラン湯とり
＊食事処も落ち着
いた空間に生まれ
変わりました！

フロント（移設）

＊分かりづらかっ
た受付を正面入口
へ移設しました！

南支所
＊南支所の整備
を行いました！

温泉休憩室
（増設）

＊癒しの空間、
待望の休憩処が
できました！

内観
＊明るく温かみのあ
る廊下に変わりまし
た！

天龍温泉
おきよめの湯が
生まれ変わりました!!


